




Inﬂuence which school teacher’s support dissatisfaction  





















も、平成 23 年度に 70,231 件（小学校 33,124 件、
中学校 30,749 件、高等学校 6,020 件、特別支




より 0.4 ポイント増加の 4.3%）、いじめの様









































































































































122 名（76.3%）、中学校 33 名（20.6%）、高等




















Meares（1994）による 5カテゴリ （ー“Ad- 
ministrative and professional tasks” “Home-
school liaison” “Educational counseling with 
children” “Facilitating and advocating 
families’use of community resources” 


























どの程度不足しているか（不足度 : 4. とても
不足している～1. 不足していない、の 4 段階
評定）、およびどの程度必要としているか（必


















感の低下” という構造にならずに 2 因子解を
採用しているもの（例えば、伊藤，2000、高木・




















































メント的支援』は 4 項目、『教員支援』は 3
項目、『特別支援』は 3 項目、『関係調整』は



























Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ h2 M SD
保護者に対して専門機関を紹介すること． .84 -.21 .04 .04 -.01 .60 0.24 1.30
児童・生徒に対して専門機関を紹介すること． .79 -.19 .04 .02 .06 .58 -0.57 1.56
保護者に対して，講演，研修会（メンタルヘルス，自殺，いじめ，児童虐待などについて）を行うこと． .68 .20 .01 .06 -.10 .61 0.24 1.33
児童・生徒に対して，講演，研修会（メンタルヘルス，自殺，いじめ，児童虐待などについて）を行うこと． .53 .38 -.13 .01 -.19 .44 -0.05 1.28
児童・生徒に丁寧に説明して，相談施設等に行きやすくすること． .52 -.03 -.02 .13 .25 .56 0.11 1.51
障害など，特別な支援を要する児童・生徒の学習上の配慮・対応を行うこと． .44 .06 -.02 .28 .00 .44 0.74 1.25
教員に対して専門機関を紹介すること． .44 .01 .02 .16 .21 .49 -0.24 1.25
教員に対して，資源（教育センター，適応指導教室など）を適切に活用できるよう助言すること． .43 .15 -.05 -.06 .31 .47 -0.17 1.30
児童・生徒を理解するために心理検査などを行い，それを分析すること． .35 .17 .10 .15 -.11 .29 -0.63 1.56
保護者に対してカウンセリングを行うこと． .30 .27 -.08 .11 .21 .45 0.26 1.45
障害など，特別な支援を要する子どもをもつ保護者の代弁者的役割を担うこと． -.08 .77 .03 -.03 .14 .64 -0.55 1.36
障害など特別な支援を要する児童・生徒の代弁者的役割を担うこと． -.27 .72 .08 .26 .04 .67 -0.27 1.37
児童・生徒に対してグループカウンセリングやグループワークを行うこと． .39 .65 .02 -.26 .02 .66 -0.28 1.45
保護者の要望や意向，ニーズなどを学校に伝えること． -.06 .61 .28 -.10 -.01 .50 -0.36 1.08
相談室だより等を発行し，児童・生徒に援助に関する PR 活動を行うこと． .45 .51 -.05 .00 -.15 .56 -0.21 1.39
保護者の状況を説明し，担任に保護者についての理解を深めさせること． .06 -.05 .81 -.02 -.05 .60 -0.22 1.15
教員が児童・生徒の理解を深め，よりよい接し方を身につけるための指導をすること． .00 .03 .62 -.02 -.08 .37 0.20 1.23
教員に対して，児童・生徒の教育方法について指導していくこと． -.13 .14 .57 .23 .09 .60 -0.03 1.28
教員に対して，教育制度・法制に関する啓発活動を行うこと． .34 .00 .42 -.16 .20 .43 -0.54 1.44
保護者を交えた話し合い等を開催し，家庭と学校間の関係を密にすること． .03 .23 .41 -.10 -.01 .27 0.03 1.08
児童・生徒の状況を説明し，担任にその児童・生徒についての理解を深めさせること． -.02 .11 .33 .23 .13 .38 0.15 1.12
教員に対し，障害をもつ児童・生徒への療育的指導に関する相談に乗ること． .11 -.09 -.03 .79 .02 .66 0.61 1.26
障害をもつ児童・生徒の保護者に対し，療育的指導に関する相談に乗ること． .03 .26 -.15 .63 .04 .59 0.47 1.36
援助の必要な児童・生徒を支援するための地域資源（教育センター，適応指導教室など）を把握すること． .28 -.23 .15 .47 -.09 .32 0.44 1.20
援助の必要な児童・生徒に関して，家庭内でのキーパーソンを把握すること． .08 .18 .25 .32 -.14 .32 0.04 1.36
担任と児童・生徒の関係がこじれた場合，両者の仲介役となって双方の関係が良好となるようにすること． -.01 .06 .01 -.10 .99 .97 0.23 1.43
保護者の理解が得られないとき，担任と保護者の仲介役となって双方の関係が良好となるようにすること． .13 -.04 -.09 .22 .61 .62 0.51 1.40
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ - .51 .29 .50 .55
Ⅱ - .47 .49 .44


























































c 特別支援d 関係調整e F 値 下位尺度間の比較
平均値
（M） 0.01
-0.36 -0.02 0.51 0.37
F （3.59, 570.74）=27.31＊＊ d・e＞a・c＞b＊＊
標準偏差












とがある｣ が .80 であった。説明率は 71.9%、



































情報提供 エンパワーメント 教員支援 特別支援 関係調整
情報提供 - .44＊＊ .26＊＊ .57＊＊ .56＊＊
エンパワーメント - .49＊＊ .43＊＊ .44＊＊






























現在、SC や SSW と教師が学内でどのよ
うに連携・協働を図っていくのかに関して研








































     .55        .39        .22
      .54    .54
.74***
.73*** .73***
   .38      .58































χ2 =35.49，df  =24，p =.06， I .9 5，AGFI=.916，CFI=.980，RMSEA=.055 ***p <.001
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性を高めていくのかが鍵である。
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